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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 膜界面は、様々な異質な分子がダイナミックに相互作用するいわば“渚である”。水、タンパク質、脂質

など関与する生体分子は水素結合する親水基と疎水性領域を非等方に持ち、膜が形成する異質界面で

不均一な立体位置特異的な相互作用をする。もっと広く見たとき生物は異質界面を通じて特異的認識し

て様々な現象を引き起こす。実際に同じ基本構造を持ちながら水素結合供与基と受容基の位置の違い

だけで水への溶解性など極めて基本的な物性まで、また、分子混み合い効果（クラウディング効果）によ

るタンパク質構造変化、ナノスペースでの脂質長に依存した膜運動性の変化など、従来の予想を超えた

立体構造依存的な特異的認識現象が多く報告されており、これらが In vitro よりも多様で桁違いに効率

良い生命現象（シグナル伝達や応答そしてそれを支える生体反応など）を生み出す原因になっている。 

 現時点では、これらの現象理解と理論的予測は極めて困難である。 本プロジェクトは、分子−細胞−

個体という異なる階層ごとに生命現象の本質である異質界面現象を理解して分子の溶解性、タンパク

質、細胞、そして個体の異なる階層での特異認識の違い実用可能な現象の観測、そして予測・制御へ

つなげ、機能デザインを可能とする研究基盤を形成することを目的とする。 (1)脂質の水がある中での

タンパク質の認識機構を可視化して異質界面現を原子レベルでの解析、(2)モデル真核生物での膜組成

変化と膜タンパク質機能の関連性理解、(3)計算による細胞膜表面の実験的基盤を持った超分子モデル

作成、（4）細胞・個体レベルでの生体膜への物理・生理的分子の刺激応答現象の理解、(5)人工膜と新

規蛍光プローブの作成による膜異質界面環境評価システムの構築からなる。目的達成のため、「もの」と

「方法」を提供/交換することで分野の異なる研究者が「異質界面研究分野」の共同研究を実施する有機

的に連携する。このような科学分野横断的異質界面環境のもと、新たな若手研究者のプレゼン機会の創

設、異分野の研究者の独自研究のプレゼンとディスカッションや On the job training により、広い視野と

確実なスキルを身につけ、研究領域の壁や基礎応用の「死の谷」を越えられる若手研究者の養成を新た

な一つの柱とする。選定時の留意事項と、ＣＡＴ中間成果発表会、中間評価(2016.3.開催)をふまえて、よ

り具体的な目的・意義とし、計画に若手育成を具体的に掲げた。 

（２）研究組織 

 生体・生命における「異質界面現象」の多様で特異的現象の統合的理解をめざして、(1)宮野雅司が全

体の統括をし、助教の齊野廣道とともに原子レベルで細胞膜の「異質界面」の理解を進めた。結晶構造

解析を主要な武器にしながら小数の水素結合と疎水相互作用の造り出すタンパク質の高い特異的認識

機構を、作用分子を、水を含めた相互作用として理解をする。(2)阿部文快は前助教の上村聡志、現助

教の望月貴博とともに、生きた細胞の中の膜の中で膜タンパク質の動態とその制御を酵母という標準的

なモデル単細胞真核生物を使って明らかにする。(3)諏訪牧子は助教の池田修己とともに、生体膜系の

なかで複合的な膜タンパク質の分布と動態を理解出きるような解析システムを開発して、自然な膜系で

の膜タンパク質分布と相互作用理解の基盤となす。生きた状態での細胞あるいは細胞の塊、さらには組

織の中で膜により隔絶された細胞間の情報の伝達と応答の分子情報論的理解をめざす。(4)A 三井敏

之は助教の石田研太郎とともに、ナノポア膜製造制御技術を使って物理的刺激に対する培養細胞の応

答を、心筋細胞の拍動の引き込みの物理刺激応答、あるいは異種細胞塊の解明で生じる自己形態形

成の物理的基盤をシミュレーションモデル化手法によりその隠された機構を明らかにして，細胞・細胞塊

の異質界面での自律的環境適合応答のシステムを調べる。(4)B 田代朋子（平成２７年３月まで）は助手

の澤野恵理香とともに、個体レベルでの異質界面の意味理解に向けて、幼若マウス脳での両親媒性ホ

ルモンチロキサンの運搬と代謝そして行動への影響を脳部位内での分子論的理解を進める。プロジェク

トの関連テーマを分担した大学院生（20 名程度）が研究教育の一環として担当している。田代朋子の後

任となった(4)B 平田普三（平成２７年４月から）は、助教の荻野一豊とともに、個体レベルでのリーバスジェ

ネティクスの容易であるゼブラフィッシュの個体の運動・行動の環境適応システムの分子論的理解をす
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すめ、ヒトの遺伝疾患モデルへと展開する。そして、新たな異質界面を観察できるようなプローブ開発を

(5)長谷川美貴が助教の石井あゆみとともに、これまでなかった水溶性さらには膜内で発光するような希

土類発光素子の開発と評価をする。広範な分野にまたがるプロジェクトであるので，研究者と現在関わる

１４名の院生に向けて、毎年、それぞれの立場と視点から「異質界面」理解に向けたミニシンポ・ワークシ

ョップなど小研究会議を、各グループが幹事持ち回りで、外部講師複数名を招き、｢異質界面｣のベクトル

を明示するために、毎年企画実施し、それぞれの意識・目標とする「異質界面」の研究具体イメージとして

提起し、意見交換する中で全体統合をめざした研究推進をした。実際に共同研究の種を探して研究の

ベクトルを合わせた結果、長谷川グループによる水溶液強発光プローブ開発成功とそのプローブの細

胞、生体での利用可能性の検証を三井、平田グループが実証をめざした具体的共同研究の推進に活

かせた。 

（３）研究施設・設備等 
等温滴定型カロリメーター（240ｈ）             冷却超遠心機（340ｈ） 

RT-PＣＲシステム（240ｈ）                  迅速タンパク質精製装置（420ｈ） 

走査型プローブ顕微鏡 SPM-9700（500ｈ）        コンフォーカル蛍光顕微鏡（４00ｈ）   

ガスクロマトグラフィーシステム（480ｈ）          紫外可視赤外分光光度計（１200ｈ） 

ＤＮＡシーケンス装置（2400ｈ）                    高度分子分光測定システム（600ｈ） 

シンチレーションカウンター（480ｈ）            大型冷却遠心機（700ｈ） 

 

研究施設の面積及び使用者数：1,606 ㎡ 51 名   *（）は年間の利用時間数 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

 

(1) 生命を細胞膜として外界から隔てていると共に、外界からの物質情報をやり取りする膜で分子レベルで

の異質界面での現象を構造生物学的アプローチ、つまり分子の原子構造とその相互作用として理解

することで、分子の持つ機能を調整する分子とくに有機小分子によって操作することで、機能創製へと

展開する。その膜を構成する脂質以外の主要構成成分である膜タンパク質をそれに作用･制御する分

子との分子構造を明らかにすることでその特異性を決め、機能の構造的基盤を分子間相互作用の解

析から理解する。 

(2) また、その膜タンパク質の膜での機能の制御機構の一つとして、出芽酵母 Saccharomyces cerevisiae

の基質輸送体に着目し、膜システムでのローカライゼイションと基質選択性、および環境変化に応答し

た分解制御機構の解明をめざし研究を行った。基質輸送体はこの界面で、アミノ酸やペプチドなど生

存に不可欠な栄養源を取り込んでいる。こうした膜タンパク質を微生物は刻々と変化する環境に合わ

せ分解し、リモデリングしている。例えば、栄養源の過剰摂取は害毒となるため、基質輸送体は下方制

御されるであろう。しかし、膨大な数の膜タンパク質の中から、なぜ特定の輸送体だけ選んで分解でき

るのか、その選別の仕組みが良くわかっていない。その構造形成と基質選択性、および環境変化に応

答した分解制御機構の解明をめざし研究を行った。 

(3) 異質界面を形成する実際の生体膜で脂質と並ぶ構成成分である膜タンパク質個々の立体構造解析

は、PDB 登録が 10 万を超えるエントリーとなった可溶性タンパク質に比較すればまだまだであるが、

3000 に迫り、構造情報は確実にその厚みを増してきた。しかし、実際の生体膜上での生の膜タンパク

質の分布様式など初期的なエコロジカルな記載でさえも未だほとんどなされていない。その結晶構造

像と電顕写真像とのギャップを先ず埋め、さらには生体膜上での膜タンパク質の分布を明らかにするた

め、膜タンパク質 DB の構築に膜タンパク質立体構像（1359 エントリー）に VDW 画像、ASA 画像を生

成し、生物種、局在小器官情報、ファミリー情報等を付加して格納し、膜タンパク質立体構造断層画像

と電顕画像照合技術を開発して、変数のベクトル間のユークリッド距離や相関係数による照合類似度

を使った結果、同一構造型を認識できる閾値は、配列一致度≧30％かつ構造類似度 RMSD≦4Åで
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あった。画像検索システムで、照合作業、類似度が高い順のタンパク質種類候補提示できる自動化パ

イプラインを構築した。これらはWEB ツールのβバージョンを作成ずみで公開準備中である。 

(4) A.  ナノポアによるDNAの塩基配列の実用化にむけて、一般的にはポア膜で仕切られる二つの溶液

に電位差を与えて、ポア内に電場をつくり、これを DNA の driving force とする。しかし、高い確率でλ

DNA などがポアに詰まってしまうが、導体化したポアにパルス電位を与えるだけで、DNA のポア通過

が起こり、詰まらない DNA の通過させる方法を発見した。異種細胞同士の細胞膜間相互作用の制御

機構の解明のために、シミュレーションは強力なツールとして、細胞間の情報伝達としての分子の物理

的情報を定量的に与える。これを、心筋異種細胞接触培養への物理刺激応答とニワトリ異種外胚葉接

触培養による皮膚での羽原基の自律的形態形成へ適用した。 

B.  発生初期の脳発達をマウス･ラットのげっ歯目のモデル動物実験で行い、そのままでは膜透過で

きない疎水性の高い甲状腺ホルモン・サイロキシン（TH:T4 と脱ヨード体 T3）が係わるタンパク質分子

を特定した。周産期 TH 欠乏は、身体発育さらに脳発達阻害し、重度の知能障害を引き起こす。妊娠

母ラットに、TH 合成阻害剤投与して TH 欠乏状態の仔ラット（hypo 群）を作出して、hypo 群にさらに出

生後毎日、T4 を皮下投与した回復群とし、対照群は TH 合成阻害剤非投与の母ラットからの生まれた

新生ラットを正常群とした。この結果、2 つの遺伝子が脳の正常発達に必須であることを明らかにした。 

幼若ラットでは TH 欠乏マウスで脳の正常発達に重要な働きをしていることが明らかとなった 2 つの遺

伝子のうち、KCC2＊K-Cl共輸送体KCC2を欠損する動物個体で成体のものをより扱いやすいゼブラ

フィッシュを用いて世界で初めて作製した。 

(5) 錯体は、特に生命系実験のプローブとして働くためには、有機分子と希土類金属が結合して機能を発

現するため、いかなる環境、特に水溶液中で分子構造が安定であることが必須ともいえる。希土類錯

体の発光は、その色純度が高いことから生体への応用が期待されているものの実用化が難しい原因と

して一番は、まさにその水中での化学的分解と水分子による発光の消光があげられる。これらを克服

するため、私たちはキレート効果を導入したヘリカルな 6座の配位子を開発している。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

(1) ＊炎症部位で白血球遊走機能する細胞膜の異質界面で働く典型的な 7 回膜貫通型受容体 GPCR

ロである BLT1 の BIIL260 との複合体結晶構造に成功した(Nature Chem. Biol. 2018 *8, 理研・順天

堂大学・青山学院大学・AMED の共同プレス発表 2018/1/9)。アンタゴニスト BIIL260 の結合様式か

ら、BIIL260 のベンズアミヂン部分骨格は、基質結合部位より深い位置にある不活性状態を安定化し

ている水和ナトリウム結合部位を占め、ロドプシンタイプ GPCR の不活性状態を固定・安定化させる。

実際にベンズアミジンが GPCR の広いリバースアゴニストのスッキャフォードとして機能することを明ら

かにした（*8）。 

高度好熱菌由来長鎖脂肪酸合成酵素 ttLC-FACS が制御酵素であることを明らかにし、その構造機

能解析を基にした変異体は常温でのこの酵素活性が約 20 倍になった（ConBio2017）。 

＊多剤耐性β−ラクタマーゼ OXA-58 の結晶構造解析をして、活性部位での水素結合形成が活性

と安定性に重要であることを明らかにした（PlosONE 2015 *1）。 

(2) ＊酵母のトリプトファン輸送体 Tat2 の機能と構造形成に重要なアミノ酸残基を同定した

（Biochemistry 2013 *14）。また、基質アミノ酸の過剰投与により Tat2 が急速に分解されることを見い

だし、基質を輸送している“動態”をRsp5-Bul1ユビキチンリガーゼ複合体が認識するモデルを提唱し

た。＊分岐鎖アミノ酸輸送体 Bap2 では基質特異性が側鎖の特異性ではなく、水−オクタノール分配

係数（logP 値）に依存することを見いだした(Biochemistry 2013 *14)。＊ペプチド輸送体 Ptr2 につい

ては、機能に重要な 14 個のアミノ酸残基を見いだし、N 末端の 3 つのリジン残基が Rsp5 によりユビ

キチン化されること、基質結合に失陥のある変異型 Ptr2 が急速に分解されることを明らかにした
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(Eukaryotic Cells 2013 *15)。 

酵母をモデルに深海のような高圧や低温環境への適応に関する遺伝学的解析を行った。これまで機

能未知とされてきた遺伝子の一つが小胞体タンパク質をコードしていたため、これを EHG1 (ER-

associated high-pressure growth gene 1)と名付けた。＊EHG1の欠損株は栄養源としてトリプトファン、

ロイシン、ヒスチジンおよびウラシルの合成能を持たせることで高圧増殖能が回復した(High Pressure 

Research 2017  *23)。このことから、Ehg1 が細胞膜上にある複数の栄養源輸送体機能を高圧下で

維持していることが示唆された。 

(3) ＊継続してアップデートし公開してきた 7回膜貫通受容体GPCR の総合的データベースを最近の急

速な GPCR の結晶構造の集積と多数の真核生物でのゲノム解析とその機能解析結果を反映した最

新バージョンをリリース公表した(Biophy Physiol 2018, *25)。 

(4) A.  ＊通過時間を解析的な Smoluchowski drift-diffusion equation を用いて評価したところ、導体表

面へのイオン遮蔽の時差が、ポア膜と溶液の二つの面で、数十 msec 程度異なり、そこで発生する電

場により、DNA がポアを通過する（J. Phys. Chem. B, 2018, *32）。この結果は、すべての導体膜を用

いるナノポア DNA センサーに適応できる(OSJ-OSA Joint Symposia, Nanophotonics, Biophotonics, 

2017)。 

＊ニワトリ皮膚組織の異種細胞接触培養による羽の形態形成の一次元的成長の実験データ(Growth 

& Differentiation, 2016, *30)を蓄積して、統計として羽の発生場所と、一次元皮膚の長さについて、

モデルによるシミュレーションの結果と比較することで、羽の形態形成を促進するactivator と、逆に妨

げる inhibitor としての働く仮想分子の拡散機構についてよい一致が得られたことから、羽の発生に

おける形態形成機構理解が深まった (APL Bioengineering, 2018, *33)。 

B.  ＊ＴＨ欠乏群と正常群の海馬における TH 欠乏の影響が大きい GABA 作動性シナプスの生後

発達過程比較した結果、RT-PCR で新たに GABA 合成の律速酵素グルタミン酸脱炭酸酵素（GAD）

の一つ GAD65 と K+, Cl-共輸送体である KCC2 の二つタンパク質をコードする遺伝子が、二週齢の

老化促進マウス SAMP8 で一過性に減少した（J. Neurosci. *34）。KCC2 は、Cl-を細胞外に排出し、

細胞内 Cl-濃度を低下させることで GABA の作用を発育初期の興奮性から抑制性へと変換する重要

な因子である。老化促進マウス SAMP8 は生後５ヶ月齢から進行性の学習・記憶障害を、さらに若齢

期から顕著な多動、低不安などの行動異常を示す原因は、大脳皮質や海馬でT4から T3へ脱ヨウド

化活性するⅡ型脱ヨード化酵素 DIO2 の半減による局所的甲状腺ホルモンの不足よると結論した（J. 

Neurosci. *34）。海馬切片の電気生理実験で、SAMP8 海馬で強いシナプス刺激で誘発される痙攣

波が正常に比べて約 4 倍長く持続することが確認された（J. Toxicol. Sci. 2015＊36）。 培養神経細

胞に対する甲状腺ホルモンの遺伝子誘導作用以外の新たな non-genomic 作用として、T4 を添加す

ることで脱分極なしで、Ｋ５培養条件で CGN 細胞は生存維持した。T4 添加の効果は 100nM からみ

られ、200nMでは細胞死が完全に抑制されて神経突起も維持されNon-genomic 効果と考えた。この

Ｔ４の効果は、微小管結合タンパク質タウのリン酸化抑制に伴う微小管の安定化が寄与していた（J. 

Neurosci. Res. *71）。 

幼若ラットで TH 欠乏マウスで脳の正常発達に重要な働きをしていることが明らかとなった 2 つの遺伝

子のうち（J. Neurosci. *34）、KCC2＊K-Cl 共輸送体 KCC2 を欠損する動物個体で成体のものをより

扱いやすいゼブラフィッシュを用いて世界で初めて作製した KCC2 を欠損する動物個体では光刺激

や音刺激といった感覚刺激に対しててんかん様の行動異常を示すことを見出し、これを足がかりに

KCC2 が「遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん」という難治性のてんかんの原因遺伝子であることを明

らかにした(Nature Commun. 2015 *40)。また、KCC2 を欠損することで引き起こされるてんかんに関し

て、細胞内のCl濃度が高まることにより抑制性シナプス伝達が脱分極性に作用しててんかんが発症す

るという新しいてんかんのモデルを構築した。＊触覚を受容する一次感覚ニューロンの機能に必要な
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遺伝子として RNF121 という小胞体膜に局在するユビキチンリガーゼを同定した。さらに、これが電位

依存性ナトリウムチャネル Nav1.6 に結合し、ユビキチン化することを明らかにし、RNF121 が Nav1.6 タ

ンパク質の品質管理を行っているという仮説を提唱した(Sci Rep 2015 *38, PNAS 2015 *39)。 

(5) そしてついに、＊水溶性かつ強い発光を示す希土類錯体の開発に成功し、生体関連物質あるいは

生体内の金属に対する指標として新たな展開を示唆する結果を得られた（New J. Chem., 2017, 

*69）。この化合物は、光アンテナとしてビピリジン骨格を有し、これを金属に対してヘリカルに結合さ

せるとともに、水溶性と分子内結合の異なる役割を有するカルボキシル基を 2 個導入したことで実現

できた。これは、バルク水の振動に共鳴して希土類の発光が消光することを抑制できるとともに、他の

化学種との相互作用に多くの可能性を示唆できる分子が実現したことを意味する。現在は引き続き、

同プロジェクトの平田グループと共同で生体内における毒性評価を試みている。 

＊界質面錯形成により近赤外光を可視

光に変換できる異質界面ナノ粒子希土

類化合物の開発に成功した。近赤外の

光は生体毒性が低く、今後新しい形で

の生体センサーとしての可能性が示唆

される結果を得られた （ Sci. Rep., 

2017，*68）。本研究プロジェクトを通し

その成果の一部は論文として世界に広

く発信するだけでなく、学生が講演賞を

とるなど、若手の客観的な評価を得られ

るまでになった。 

 

＜課題となった点＞ 

学生の大学院進学者が予想以上に少なかった。 

（１） ttLC-FACS の酵素活性の結果、OXA-58 複合体結晶構造解析以降の論文出版がまだである。

科研費などの競争的資金で同程度の研究継続が可能となる研究費を得ることが出来なかった。 

（２） トリプトファンを酵母に投与したときに Tat2 に生じる構造変化の実体と、Rsp5-Bul1 複合体による

認識機構（相互作用）が未だ明らかとなっていない。Tat2 と Bul1 の免疫共沈降が実現せず、現

在Split ubiquitin システムによる相互作用解析に切り換えて実験を行っている。また、Ehg1がどの

ようにして栄養源輸送体の機能を高圧下で維持しているのか、動的構造面からの実証が必要と

なる。 

（３） モデル的な電顕写真に対しては精度の良い技術を開発できたが、実際の細胞の膜表面全体の

スキャンまでに至っていない。実際の膜表面電顕写真が限られていることが一因であった。 

（４） てんかん発症のメカニズムの解明を目指し、てんかん発症のモデルの提唱まではできたが、その

実証までには至っていない。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

今後は大学予算からの研究費、教育活動費および科研費など使える予算で本プロジェクトを継続する。 

(1) ＊長期的構造解析課題であったBLT1:BIIL260 複合体解析に成功した(*8)ことは、特筆してよい。

長年にわたって安定 GPCR の発現に努力してきた若手を評価したいが、大学院学生テーマとして

は、こうした困難膜タンパク質解析は出来ない。ttLC-FACS の酵素活性の結果は、その基質と中

間体の複合体構造変化から予測したものであるが、変異体による機能活性の結果は、アロステリッ

ク制御を受けることと、構造変化のエネルギーバリアを除くことで 20 倍もの活性変異体が得られた

図１ 水溶性のヘリカルな希土類錯体の分子設計指針 
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ことは、予想外の成果である。 

(2) トリプトファンを酵母に投与したときにTat2に生じる構造変化の実体と、Rsp5-Bul1複合体による認

識機構（相互作用）が未だ明らかとなっていない。Tat2 と Bul1 の免疫共沈降が実現せず、現在

Split ubiquitin システムによる相互作用解析に切り換えて実験を行っている。また、Ehg1 がどのよう

にして栄養源輸送体の機能を高圧下で維持しているのか、動的構造面からの実証が必要となる。 

(3) ワークショップの講演者でもあった佐藤主悦先生(産総研)と共同研究をして、より質の高い電顕画

像の提供を受けられるようになったので、今後は提供を受けた実際の膜画像電顕データに適用し

てより実用性の高いシステムへ改良していく。 

(4) ＊異質細胞種の接触培養による物理刺激応答や発生の自己形態形成とその数理モデルによる

解析は、こうした分野横断的異質界面研究プロジェクトだから進められた(*33)。 

(5) プロジェクト内での共同研究を長谷川グループと三井グループと積極的に取り組むことができた。

現在新しい課題にそれぞれのグループと取り組み始めることができ、次への課題へと結びついた。

学生が講演賞を取るなど後進研究教育に一定の成果があった。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

”総合的には優れた結果が得られていると言える”と、十数年に係って挑戦してきた BLT1 の BIIL260 との

複合体結晶構造に成功 (*8)、KCC2 遺伝子の変異が”てんかん”の原因遺伝子の一つである（*34，*32）

ことを明らかして、水中での発光化合物の開発に成功（*69）するなど、インパクトの高い成果も得られたこと

から、良好な総合評価を得られた。一方で、”「細胞膜の異質界面」とは何か、どのようなゴールが見えにく

かったという中間報告での評価・要望に対してはあまり回答がでているとはいえないところもある。“という厳

しい一部の評価があった。”本研究プロジェクトにおいて、共同研究を活発に行おうとする方向性は見えて

“いると評価をいただいたように、今後、共同研究をさらに展開することでその出口へ向けた努力を継続展

開し続ける。もうひとつの指摘の、”後進の育成“については、前向きの評価を頂けた。現在の日本の科学

技術開発政策の体制に対して実証的な厳しい評価が海外も含めて複数でた中で、青山学院大学理工学

部のサイズが小さい研究組織だからこそ、その重要性に鑑みて、後進の研究教育に実効性を考慮した工

夫をしていきたい。他方、厳しい現状から大学院修了学生の社会での評価の向上と給付型奨学金の劇的

な増大、若手の長期係る自由な研究活動が担保されるよりよい研究環境がないと、より困難な挑戦的研究

を志す学生の増加は容易でない。  

個別的には、酵母トリプトファン輸送体の結果（*14）は、「興味深い知見」として評価を戴き、ビジュアル・

プロテオミクス研究に関しては、“研究展開の端緒が得られた”とは言え、“もう一段方法論の確立が必要”

であると指摘されたように、さらに、原理的な突破を含めた検討も併せて進める。 

“印象的研究”と評価を戴いたニワトリ皮膚由来の異なる細胞種の細胞塊接触させた培養組織の異質解

明に生じた羽原基の自己形態形成とその空間的形成パターンのモデルシュミレーションによる再現とその

発生機構の解明は、こうした分野横断的研究プロジェクトならではであった(*33)。さらに、“膜の役割や細

胞間のコミュニケーションを明らかにすべく研究を展開する”ことを期待された。 

KCC2 遺伝子変異とヒトのてんかんの遺伝病の研究成果（*25，*40）は、指摘されたようにより幅広くさらに

医療分野への展開も視野に入れた検討を進める。 

希土類錯体を用いて、膜の評価を最終的目標として、水中で安定・高高率な発光を示す希土類錯体ユニ

ットの開発を目指した結果、カルボキシル基を有する配位子とした希土類錯体が水溶液中で安定に発光

すること（*69）が見出だし、平田教授との共同研究が進んでいることを今後の発展の可能性を評価頂い

た。 
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＜研究期間終了後の展望＞ 

ttLC-FACS の酵素活性の結果、OXA-58 複合体結晶構造解析以降の論文を完成出版する。ttLC-FACS

の基質特異性と複雑な機能解析を証明できる異なった複合体あるいは変異体の結晶構造解析を近づく努

力を続ける。抗体の複合体結晶構造解析を続ける。 

小胞体で発現していて機能未知であるEhg1タンパク質が細胞膜上にある複数の栄養源輸送体機能を高

圧下で維持していると示唆されたので、小胞体タンパク質の細胞膜上の基質輸送体の制御機構の詳細を

明らかにする。 

ビジュアル・プロテオミクスをさらに進めるため、産総研の佐藤主悦先生と共同研究のための新たなグラン

トを得ていく。 

 シミュレーションの 3D 化、複雑なシグナル経路の単純化モデルから、具体的な Activator や Inhibitor の

候補分子の初期条件と操作を試み、発生によるパターン生成の変化誘導をシミュレーションした結果を活

かして人為的な生成場所や密度の制御を試みる。 

動物は滝のそばなどうるさい場所で行動を変えるが、この環境適応がグリシン作動性シナプスの機能変化

による結果との仮定で立証を進める。 

 水溶性希土類錯体の生体適合性と応用開発にかかわる研究は共同研究としてさらに進める。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

 本プロジェクトから派生した新たな研究テーマが発足・展開し、多くの大学院生と卒研生らがそれらに取り

組んできた。 

ロドプシンタイプ GPCR のリバースアゴニスト薬剤の新たな設計指針となることを明らかにし、今後の主要

な医薬品標的タンパク質ファミリーであるロドプシン型 GPCR をターゲットとした創薬デザインに新たな指針

を加えた（*8）。 

安定な耐熱酵素を常温でも高活性な変異体を得るという、これまで行われてきた酵素の安定変異体を得る

とは異なったアプローチを提供した（ConBio2017）。 

 酵母が高圧条件下で増殖するために必要な遺伝子が小胞体タンパク質 Ehg1 をコードしていた（*23）。 

膜タンパク質を一元管理したデータベースを作成したことにより、膜タンパク質構造の全貌を確認すること

ができた。 

ヒトの疾患の新しい原因遺伝子を同定することにもつながり、純粋な基礎研究としてはじめた本研究は臨

床との橋渡しになりうるトランスレーショナルな発見にも発展した(*34，*40)。 

生体への安全性が高い赤外光をディテクトする系をナノ粒子の界面錯体形成により実現た、いわゆるアッ

プコンバージョン発光を示す系を発見は(*68）、希土類の結晶場により分裂した f 軌道の各エネルギー準

位が安定であることを利用し、ヘテロな希土類をナノ粒子中心（コア部分）とシェル部分に用い、更に有機

分子で被うことで実現した。この成果はプレスリリースされ、国内外のメディアに取り上げ、分野を超えた多く

の研究者に広くアピールすることができた（河北新聞、朝日新聞、APF 通信他）。 

 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） 両親媒性相互作用の異質界面 （２） 非均質多成分システム    （３） 膜タンパク質の制御      

（４） 分野異質界面と多階層の越境 （５） DBと定量化とモデル化      （６） 分子と細胞機能       

（７） 物理刺激生命応答システムの開発   （８） 新規膜異質界面プローブの開発     
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１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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ンパク質の品質管理、高圧バイオサイエンスとバイオテクノロジー、Proceeding of the Symposium for 

Japanese Research Group of High Pressure Bioscience and Biotechnology 印刷中（2015） 

5. 阿部文快 出芽酵母における非致死的圧力への応答と適応 〜ゲノムからのアプローチ、進化する
食品高圧加工技術、エヌ・ティー・エス出版、85-95 (2013). 

＜テーマ３＞ 

1. 池田修己 分担執筆 第 1 章生命科学、諏訪牧子 分担執筆 第 4 章構造解析 バイオインフォマ

ティクス入門 （日本バイオインフォマティクス学会編）   慶応大学義塾出版 (2015). 

2. 諏訪牧子 膜タンパク質構造予測のバイオインフォマティクス 24 章分担執筆 ”膜タンパク質構造研

究法、化学同人 (2013)． 

＜テーマ４＞ 

1. 平田普三 グリシンとグリシン受容体の機能。Clinical Neuroscience 中外医学社 2015 年（Vol. 33）1

月号、p66-70. 

＜テーマ５＞ 

1. 石井あゆみ、長谷川美貴「希土類錯体の開発と光機能：界面における錯形成を利用した発光性ナ

ノ粒子の開発」、化学工業, 66, 18-22.（2015）. 

2. 長谷川美貴「仕事と私事：ピカソ」、高分子,  64, 951（2015）. 

3. 長谷川美貴「希土類金属錯体発光とその偏光発光発現」、応用物理、84, 736-739 （2015）. 

4. 長谷川美貴、石井あゆみ「禁制遷移を光らせる」、光アライアンス, 26, 17-22（2015） 
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＜学会発表＞ 
＜テーマ 1＞ 

1. Ago, H., Okimoto, N., Kanaoka,Y., Morimoto, G., Ukita, Y., Saino, H., Taiji, M. and Miyano, M., 

Structure basis of Leukotriene C4 Synthase and its isophtalate inhibitors. Acta Cryst, (2014). A70, 

C800. IUCr2014 Montreal. 

＜テーマ２＞ 

2. Abe, F. Effects of high hydrostatic pressure on microbial cell membranes: Structural and functional 

perspectives, In: High Pressure Bioscience -Basic Concepts, Applications and Frontiers, Springer 

Subcellular Biochemistry (SBM), (2014) . 

＜テーマ４＞ 

3. Mitsui T, Direct observation of DNA dynamics near electrically gated nano-scale pores, The 18th 
SANKEN International Symposium, ISIR, (2014), 

4. Arai S, Tsuyuki A, Uehara T, Ishida K & Mitsui T, Influence of mechanical stimulus on embryonic 

chick heart cell aggregates, 7th International Workshop, Cardiac Mechano-Electric Coupling and 

Arrhythmias, P14, (2016). 

5. Hirata, H. Plasticity of glycinergic synapses and related behaviors in zebrafish. The 25th meeting of 

the International Society for Neurochemistry. Cairns Convention Center. Cairns, Australia. August 24, 

2015.（海外学会招待講演） 

6. Hirata, H and Ogino, K. Phosphorylation of gephyrin regulates plasticity of glycinergic synapse and 

habituation. The 7th Strategic Conference of Zebrafish Investigators. Asilomar Conference Center. 

California, USA. January 15, 2017. 

7. Sakashita, N., Lloyd, K., Kubota, T., Ono, T., Ishida, K., Minato, S., Mitsui, T., “Direct observation of 

DNA motion near a nanopore”, OSJ - OSA Joint Symposia, Nanophotonics, Biophotonics 10/30-

10/31/2017 Tsukuba. 

＜テーマ５＞ 

8. (Plenary lecture) Miki Hasegawa, “New Aspects of Lanthanide Luminescence in Molecular films”, 

The 4th International Scientific Conference Applied Natural Science 2013, Hight Tatras, Slovak RP. 2-

4 October, 2013. 

9. (Invited lecture) Miki Hasegawa, “New Aspects of Lanthanide Luminescence in Molecular Thin 

Films”, PERCH-CIC Congress VIII, S3-L10, Pattaya, Thailand, 5-8 May, 2013. 

10. Hasegawa M, “Color of Luminescence”, Japan-Germany, Frontiers of Science, Bremen (Germany), 

November 2, 2014 (2014). 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
 
＜既に実施しているもの＞ 

1. 異質界面プロジェクトワークショップ 水の異質界面における"こと"  

2014 年 3 月 15 日青学相模原キャンパス 

2. 最終成果報告会兼評価審査会 2018 年 3 月 13 日 青山学院大学相模原キャンパス 

＜テーマ 1＞ 

3. 宮野雅司 タンパク質について知ろう！ 中高生のためのかながわサイエンスフェア 

2015 年 7 月 11 日 横浜そごう 9 階新都市ホール 

4. 宮野雅司 生命分子の形の科学 —生命科学は分子の｢かたち｣が大事 学問入門講座 青山

学院高等部 2013 年 5 月 11 日 青山学院大学相模原キャンパス 

5. 宮野雅司 TAMA技術協会技術説明会 タンパク質の結晶構造を使った創薬のための X線結

晶構造解析 2015 年 9 月 16 日 産業サポートスクウェア TAMA 昭島市 

＜テーマ２＞ 

6. 阿部文快グループのインターネット公開 

http://www.chem.aoyama.ac.jp/Chem/ChemHP/abeflab/index.html 

＜テーマ４＞ 

7. 三井グループのインターネット公開 
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http://www.phys.aoyama.ac.jp/~w3-mitsui/ 

8. 三井敏之、平田普三 (コーディネータ)  

異質界面プロミニシンポ “生きている生物で機能する異質界面” 

2016 年 9 月 24 日 青山学院大学相模原キャンパス 

＜テーマ 5＞ 

9.  長谷川グループのインターネット公開  

http://www.chem.aoyama.ac.jp/Chem/ChemHP/inorg2/ 

＜これから実施する予定のもの＞ 
   なし 

 

 

１４ その他の研究成果等 
1. 宮野雅司 理研 名誉研究員（2014/1/1） 

2. 尾形周平(博士前期課程 1 年)：日本化学会秋季事業第 4 回 CSJ 化学フェスタ 2014 優秀ポ

スター発表賞受賞。「親水性のヘリカルなユウロピウム錯体のウニトゲ表面における発光ス

ペクトル」尾形周平・宗川ゆかり・緒明佑哉・今井宏明・石井あゆみ・長谷川美貴, 2014年

10 月 13日, 船堀(東京) 

3. 岩澤大地（長谷川美貴研究室）, Students’ Best Poster Award, “Metal - to - Metal Energy Transfer 

in a Mixed Crystal with Two Lanthanide Complexes”, International Symposium on Lanthanide 

Coordination Chemistry, 4th June, 2016, Kanagawa 

4. Hasegawa, M., 招待講演, Phosphor Safari 2017; PS-IWASOM'2017 , 2017 年 7月 14日, Gdansk, 

Poland. 

5. Hasegawa, M., 招待講演, International Workshop on Advanced Display Materials and Devices 

2017, 2017年 7 月 26 日, Nagoya, Japan. 

6. Hasegawa, M., 招待講演, the 7th International Symposium on Energy (Energy 7), 2017 年 8月 14

日, Manchester, UK. 

7. Hasegawa, M., 招待講演, “The Materials’ Seminar in Lingkoping University”, 2017 年 8月 17日, 

Lingkoeping, Sweden. 

8. Hasegawa, M., 招待講演, European Advanced Materials Congress (EAMC- 2017), Stockholm, 

Sweden. 

9. 尾形周平・石井あゆみ・長谷川美貴、「Stabilized lanthanide fluorophore for a wide pH range」、

錯体化学会第 67 回討論会、優秀講演賞、2017 年 9月 29日 

10. 菅野修平・石井あゆみ・長谷川美貴、「鎖状成長させたヘリカルな希土類錯体集合体の発光 

特性」日本化学会秋季事業第 7 回 CSJ 化学フェスタ、学生ポスター賞、2017年 11月 13日 

11. 尾形周平・石井あゆみ・長谷川美貴、「Water-soluble lanthanide complexes with a helicate π-

skeleton for strong luminescence in a wide pH region」、日本化学会秋季事業第 7回 CSJ化学フ

ェスタ、学生ポスター賞、2017 年 11月 13日 

12. 平田 普三 平成 29年度 日本学術振興会科研費審査員表彰 2017年 9月 

 

新聞報道等 

1.  “希土類系青色ナノ粒子 低温焼成で実現” 化学工業日報 2015年 7月 1日 

 

特許申請 

1. アゾメチン部位を還元して種々の長さのアルキル基を導入し、ラングミュア-ブロジェット膜(LB膜)形成

を確認した。すなわち、目的とする材料の合成が完了した(特許申請中)   

 

  

http://www.phys.aoyama.ac.jp/~w3-mitsui/
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 
最終的に個々の連携をどのように図るかが課題である。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
 研究分野の異質界面：本｢異質界面｣プロジェクトのようにいろいろな分野でかつ違う研究分野のグルー

プが関わっているプロジェクトを同じベクトル方向性に合わせ、実際の研究実施・進捗の中で互いが有機

的どう協調して、協力して全体としてのシナジーを出すためには、3 つのアプローチがある。一つは、全く

同じ研究対象を別の研究開発アプローチから扱う。これは、しかし、それぞれの分野での科学・技術の進

歩進捗が同時に対象とすることは先端研究であればあるほど困難である。2 つめには、同じ研究手法を

用いる。これは実際におおきなファシリティーにおいて最も普通にみられる。生命科学の分野では、あら

ゆる物理化学分析測定法、モデル生物に依存した生命科学処置手法を用いるためには、しばしば、ヒト

が最後になる。3 つめには、このプロジェクトで言えば“水と両親媒性分子環境のインターフェースに注目

した「異質界面」の現象の科学･技術”をコンセプトして設定してそれぞれの独自の視点から研究･技術開

発にアプローチして、情報を共有することで、ベクトルを同じ方法に向かせる。違っていること分野が違う

ことを活かして、毎年ちょうど 5 グループがそれぞれ順番に毎年、それぞれの研究の方向性・興味によっ

て｢異質界面｣プロジェクトのもとにシンポジウム、ワークショップを開催することで研究展開の起爆剤として

おこない、｢異質界面｣を具体的な研究対象として紹介して提示する。 

 研究グループ間の連携：プロジェクトの異質界面性を研究分野の異質界面での理解と実践により、相

互の理解ばかりでなく、研究ベクトルを方向付けするために、毎年順番でシンポジウムあるいはワークショ

ップを自分たちの立ち位置から理解と視点で開催する。プロジェクトでの測定機器での共有化する。プロ

ジェクトでの経験知識の共有化によるプロジェクト推進をする。 

具体的には、真核生物由来の膜貫通タンパク質の異宿主による大量発現精製は、現在でもおおきな挑

戦であり、10 年、20 年の研究で初めてうまくいった事例もまれでない。阿部グループの真核生物である

酵母由来のアミノ酸輸送体など膜タンパク質の調整において、これまで十数年の経験のある宮野グルー

プの哺乳動物特にヒト由来の膜貫通タンパク質の失敗を含めた膨大な大量発現経験と知識を伝えること

で実践的に進捗を図る。これから、大量発現・精製に成功して機能解析から構造解析に向けて展開する

ときはもっと強力に共同研究をすすめる。こうした研究を進めるには、急速に蓄積されつつある生命科学

関連情報をデータマインニングとバイオインフォマティクスにより、諏訪グループが支える。こうした分子レ

ベルでの機能理解は、実際の脊椎動物においてどう働いているのかへつなげるモデル動物での研究を

押し進められる環境をもつ。長谷川グループによる蛍光プローブは、膜特異的ミクロ環境プローブとして

働くことが期待できるので、阿部グループの進めている人工膜組み込み型のチャンネル膜タンパク質の

発光ステータスモニターとして使えることをめざす。 

 若手研究者の育成：こうした多様な異分野プロジェクトを、積極的な若手研究者の発表の場として活か

して、少なくとも恒例化している｢異質界面｣プロジェクトミニシンポを積極的に進め、2018 年 3月に開催し

たCAT成果報告会をこのプロジェクトの節目として、若手研究者が分野を超えた他流試合での議論に慣

れて，発想を自分の研究分野を超えて研究を発想して、プレゼンする環境を提供した。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

 

なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

 

なし 
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１７
（千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

ｈ

私学助成

補助主体

私学助成
私学助成
私学助成
私学助成

-
3,300

3,300

補助主体

私学助成

TCS SPS5 Ⅱ 1式 400 30,000
480 5,000

SPM-9700 1

コンフォーカル蛍光顕微鏡 H22

研究施設面積

UV-3600S 1式 1200

6,000 3,960

ABI Step-One 1 240 6,600 -

高度分子分光測定システム H25 C11367 1式

補助金額整備年度

H27ＤＮＡシーケンス装置

4201

480

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

2400

型　　番

Genetic Analyzer3500

紫外可視赤外分光光度計

7,000

1,606㎡

施　設　の　名　称

（研究装置）

装置・設備の名称

青山学院大学理工学部
附置先端技術研究開発
センター（K棟）および理
工学部実験・研究棟（J
棟・L棟・N棟の一部）

平成14
年度

整備年度

冷却超遠心機
（研究設備）

-H12 Acta Explor

7

補助金額

40,733

事業経費

20,366

研究室等数 使用者数

稼働時間数台　　数 事業経費

迅速タンパク質精製装置

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

-
15,000

（情報処理関係設備）

走査型プローブ顕微鏡

等温滴定型カロリメーター

3,300
600 20,865 10,432

5,000

ガスクロマトグラフィーシステム H25

H12 Himac CP 80MX 3401

1

－

H13 MicroCal VP-ITC 1 240 20,000 -

51 377,825 －

GC-2010Plus 1

シンチレーションカウンター H27 Ｔｒi-Carb 2810TR　 1式
H26

H25

500

5,000

RT-PCRシステム H20
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１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 ＜テーマ1＞

  平成 年度 ＜テーマ1＞

25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,283 実験材料等 1,283 試薬・材料・部品・器具

0

報酬・委託料 488 謝礼、委託費 488 ｾﾐﾅｰ講演･研究討論謝礼、AKTAexplorer10Sセットアップ等

（　その他　　） 567 修理費、用品費 567 学会参加費顕微鏡用ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ付ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰｾｯﾄ、X線回折装置修理等

0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

光　熱　水　費 0

旅費交通費 0

教育研究経費支出 0 0

2,338

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

計 2,338

（兼務職員）

図　　　　書 0 0

計 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

消　耗　品　費 957 実験材料等 957 試薬・材料・部品・器具

光　熱　水　費 0 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

旅費交通費 476 成果発表等 476 学会成果発表旅費

報酬・委託料 695 委託費 695 DNAシーケンス解析、ペプチド誘導体の依頼合成

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

（　その他　　） 752 修理費 752 X線回析装置修理、迅速型タンパク質構造評価解析システム保守

計 2,880 2,880

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0



（様式2）

131002法人番号
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ1＞

  平成 年度 ＜テーマ1＞

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,601 実験材料等 1,601 試薬・材料・部品・器具

光　熱　水　費 0 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

旅費交通費 34 研究打合せ等 34 研究打合せ時出張旅費

報酬・委託料 64 委託費 64 英論文校正

通信運搬費 0 0

印刷製本費 42 論文別刷り等 42 論文別刷り、ジャーナル別刷り

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

（　その他　　） 802 修理費、出版費 802 単結晶X線構造解析装置修理等、英論文出版費

計 2,543 2,543

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費

（　その他　　） 556 修理費、用品費、参加費 556 迅単結晶X線構造解析装置等修理、用品、学会参加費

計 2,527 2,527

76 研究打合せ、成果発表等 76 研究打合せ時旅費、学会成果発表旅費

報酬・委託料 93 委託費 93 GNN WHOLE PROTEIN 依頼分析

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

0

計 918 918

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 918 918 インテリジェントオートサンプラ　AS-2057i　一式

図　　　　書 0 0

計 0 0

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,802 実験材料等 1,802 試薬・材料・部品・器具

光　熱　水　費 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0



（様式2）

131002法人番号
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ1＞

  平成 年度 ＜テーマ2＞年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,772 実験材料等 1,772 試薬・材料・部品・器具

光　熱　水　費 0 0

（　その他　　） 131 修理費、用品費 131 ユニット恒温槽サーモミンダーSX-10N、エッペンドルフ修理

計 2,000 2,000

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 97 委託費 97 DNAシーケンス解析

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

消　耗　品　費 1,330 実験材料等 1,330 試薬・材料・部品・器具

光　熱　水　費 0 0

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

旅費交通費 43 成果発表等 43 学会成果発表旅費

報酬・委託料 460 委託費 460 AKTAexplorer プリベンティブメンテナンス　一式

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員） 0 0

（　その他　　） 778 点検費、用品費、書籍、参加費 778 単結晶X線構造解析装置点検作業等、用品、学会参加費、書籍

計 2,611 2,611

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 747 747 デスクトップPC一式、測定器用低温恒温水槽 一式

図　　　　書 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 747 747

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0



（様式2）

131002法人番号
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ2＞

  平成 年度 ＜テーマ2＞

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,171 実験材料等 2,171 試薬・材料・器具

光　熱　水　費 0 0

（　その他　　） 64 用品費 64 ポータブル溶存水素計

計 2,366 2,366

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 131 委託費 131 DNAシーケンス解析、論文校正

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,255 実験材料等 2,255 試薬・材料・部品・器具

光　熱　水　費 0 0

（　その他　　） 193 修理費等 193 装置再設置及び点検作業、遠心式濃縮機修理等

計 2,544 2,544

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 96 委託費 96 DNAシーケンス解析

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0



（様式2）

131002法人番号
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ2＞

  平成 年度 ＜テーマ2＞

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,820 実験材料等 1,820 試薬・材料・器具

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

（　その他　　） 75 修理費

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

75 蛍光寿命測定装置・超音波ホモジナイザー・島津LC-2010AHT修理

計 1,925 1,925

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 30 委託費 30 英文校正

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 1,520 1,520

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,520 1,520 高速液体クロマトグラフ　一式

図　　　　書 0 0

計 0 0

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 3,111 実験材料等 3,111 試薬・材料・部品・器具

光　熱　水　費 0 0

（　その他　　） 48 修理費 48 顕微鏡E400修理

計 3,159 3,159

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 211 211

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 211 211 冷凍機付インキュベーター　MIR-254-PJ　一式

図　　　　書 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0



（様式2）

131002法人番号
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ3＞

  平成 年度 ＜テーマ3＞

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,087 ライセンス、研究用消耗品 1,087 MOEアカデミックライセンス、ハードディスク等

光　熱　水　費 0 0

（　その他　　） 261 用品費、書籍 261 VAIO Pro 11/13(SVP1121A2J)一式、書籍

計 1,506 1,506

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 158 委託費 158 Linuxサーバ構築作業

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 294 294

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 294 294 PRIMERGY TX100 S3 DB管理サーバ一式

図　　　　書 0 0

計 0 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,600 ライセンス、ソフト 1,600 MOEアカデミックライセンス、Linux更新ソフト

光　熱　水　費 0 0

（　その他　　） 0 0

計 2,000 2,000

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 400 委託費 400 膜ﾀﾝﾊﾟｸ質解析ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「GRIFFIN」の移行・ｲﾝｽﾄｰﾙ

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0



（様式2）

131002法人番号
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ3＞

  平成 年度 ＜テーマ3＞

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,485 ライセンス、ソフト 1,485 MOEアカデミックライセンス、Linux更新ソフト

光　熱　水　費 0 0

（　その他　　） 69 用品費、書籍 69 外付けポータブルSSD、書籍

計 1,797 1,797

旅費交通費 59 成果発表等 59 学会成果発表旅費

報酬・委託料 184 委託費 184 膜タンパク質解析プログラムの環境設定

教育研究経費支出 503 503 大容量生命情報解析用の計算サーバー（MAC PRO)　一式　

計 503 503

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,385 ライセンス、研究用消耗品 1,385 MOEアカデミックライセンス、ハードディスク等

光　熱　水　費 0 0

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 486 委託費

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書

486 画像照合Webアプリの開発作業　一式

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

（　その他　　） 129 保守費、書籍 129 ライセンスサポート、書籍

計 2,000 2,000

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0



（様式2）

131002法人番号
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ3＞

  平成 年度 ＜テーマ4＞年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

通信運搬費
印刷製本費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,908 実験材料等 2,908 試薬、器具、ガス、材料、有精卵、ラット等

光　熱　水　費

（　その他　　） 88 用品費、購読料 88 作業台ADBU-7545、 [CELL][NEURON]購読料

計 3,024 3,024

旅費交通費
報酬・委託料 28 委託費 28 DNAシーケンス解析

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 1,061 1,061

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,061 1,061 パラフィン伸展器(PS-53)、フェムトジェット

図　　　　書 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 978 ライセンス、研究用消耗品 978 MOEアカデミックライセンス、ディスク等

光　熱　水　費 0 0

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

旅費交通費 49 成果発表等 49 学会成果発表旅費

報酬・委託料 1,924 委託費・謝礼費 1,924 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽと電顕照合ツールの更新等委託費、英文校正、画像特微量データベース更新作業謝礼

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員） 0 0

（　その他　　） 49 書籍 49 書籍

計 3,000 3,000

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0



（様式2）

131002法人番号
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ4＞

  平成 年度 ＜テーマ4＞

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

通信運搬費
印刷製本費 74 別刷り料 74 論文別刷り

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,714 実験材料等 2,714 試薬、器具、材料、有精卵、ラット等

光　熱　水　費

（　その他　　） 577 参加費、用品費、購読料 577 学会参加費、ホモジナイザーHG-200、 [CELL][NEURON]購読料

計 3,551 3,551

旅費交通費 128 成果発表等 128 学会成果発表旅費

報酬・委託料 58 委託費 58 DNAシーケンス解析、英文校正

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 1,048 1,048

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,048 1,048 超低温フリーザー　(KM-DU34H1J)　一式

図　　　　書 0 0

計 0 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 4,091 実験材料等 4,091 試薬、器具、材料、有精卵、ソフト、ライセンス

光　熱　水　費 0 0

（　その他　　） 661 修理費、用品費 661 オートクレーブLBS-32F修理、共焦点レーザー顕微鏡修理等

計 5,090 5,090

旅費交通費 169 成果発表等 169 学会成果発表旅費、研究打合せ旅費

報酬・委託料 169 委託費 169 DNAシーケンス解析、英文校正

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0



（様式2）

131002法人番号
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ4＞

  平成 年度 ＜テーマ4＞

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 4,937 実験材料等 4,937 試薬、器具、材料、有精卵、ライセンス更新ソフト

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

（　その他　　） 1,035 用品費、参加費、手数料等

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

1,035 用品、学会参加費、論文掲載料、バイオリソース提供手数料等

計 6,340 6,340

旅費交通費 334 成果発表等 334 学会成果発表旅費

報酬・委託料 34 委託費 34 英文校正

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 550 550

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 550 550 インキュベータ　MCO-5ACUV-PJ　一式

図　　　　書 0 0

計 0 0

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 5,666 実験材料等 5,666 試薬、器具、材料、有精卵、ライセンス更新ソフト

光　熱　水　費 0 0

（　その他　　） 237 保守費、用品費、参加費、書籍、手数料等 237 ソフト起動ﾒﾝﾃﾅﾝｽ料、用品、学会参加費、書籍、手数料等

計 6,751 6,751

旅費交通費 546 成果発表等 546 学会成果発表旅費、研究打合せ旅費

報酬・委託料 302 委託費 302 人工遺伝子合成、英文校正

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0



（様式2）

131002法人番号
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ5＞

  平成 年度 ＜テーマ5＞

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 196 実験材料等 196 試薬、器具、材料等

光　熱　水　費 0 0

（　その他　　） 0 0

計 518 518

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 322 委託費 322 積分球クリーニング及び再校正

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 1,477 1,477

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,477 1,477 TS62-AHSYS　ホット＆コールドステージ一式

図　　　　書 0 0

計 0 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,739 実験材料等 1,739 試薬、器具、材料等

光　熱　水　費 0 0

（　その他　　） 0 0

計 1,739 1,739

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 756 756

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 756 756 蛍光分光測定装置用光ファイバアッセンブリ　一式

図　　　　書 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0



（様式2）

131002法人番号
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ5＞

  平成 年度 ＜テーマ5＞

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 228 実験材料等 228 試薬、材料、部品

光　熱　水　費 0 0

（　その他　　） 0 0

計 513 513

旅費交通費 285 成果発表等 285 学会成果発表旅費

報酬・委託料 0 0

0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 2,030 2,030

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,392 実験材料等 1,392 試薬、器具、材料等

光　熱　水　費 0

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,030 2,030 Nicolet iS5 FT-IR　本体　一式

図　　　　書 0

旅費交通費 592 成果発表等 592 学会成果発表旅費

報酬・委託料 28 委託費 28 依頼測定大学連携研究設備ネットワーク利用料

通信運搬費 0 0

印刷製本費 38 別刷り料 38 論文別刷り

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

（　その他　　） 790 修理費、参加費、用品費 790 示差熱・熱重量同時測定装置DTG-50修理、参加費、用品

計 2,840 2,840

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 605 605 ﾊﾞｲｵｸﾛﾏﾄ　CEV1-P80-GR　ｺﾝﾋﾞﾆ･ｴﾊﾞﾎﾟ&ﾎﾟﾝﾌﾟ

図　　　　書 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 605 605

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0



（様式2）

131002法人番号
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ5＞

  平成 年度 ＜共通＞

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 0 0

光　熱　水　費 0 0

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

旅費交通費 65 交通費 65 異界面ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ講演会時交通費

報酬・委託料 87 謝礼費 87 異界面ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ講演会謝礼

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 7 アルバイト 7 異界面ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ講演会時アルバイト
（兼務職員）

（　その他　　） 0 0

計 152 152

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 823 823 Milli-Q integral ｽﾀｰﾀｰｷｯﾄ　ﾌﾟﾛﾃｵｰﾑ　ZRXQSTRTP　一式

図　　　　書 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 7 7

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 823 823

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,205 実験材料等 1,205 試薬、材料、部品等

光　熱　水　費 0 0

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

旅費交通費 598 成果発表等 598 学会成果発表旅費

報酬・委託料 154 英文校正 154 英文校正

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

（　その他　　） 1,413 保全費、参加費、用品、賃借費 1,413 低温ガス吹付装置ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、学会参加費、用品、ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽ使用料

計 3,370 3,370

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0



（様式2）

131002法人番号
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜共通＞

  平成 年度 ＜共通＞

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 907 部品 907 装置部品

光　熱　水　費 0 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

旅費交通費 6 交通費 6 異界面ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ講演会時交通費

報酬・委託料 67 謝礼費 67 異界面ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ講演会謝礼

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

（　その他　　） 600 修理費 600 ﾘｱﾙﾀｲﾑPCRｼｽﾃﾑ　StepOne　修理

計 1,580 1,580

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 0 0

光　熱　水　費 0 0

計 0 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

旅費交通費 65 交通費 65 異界面シンポジウム講演会時交通費

報酬・委託料 96 謝礼費 96 異界面シンポジウム講演会謝礼

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

（　その他　　） 1,419 修理費、工事費 1,419 単結晶X線構造解析装置修理、実験室ガス、電気工事等

計 1,580 1,580

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0



（様式2）

131002法人番号
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜共通＞

  平成 年度 ＜共通＞

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 0 0

光　熱　水　費 0 0

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 151 謝礼費等 151 ＣＡＴシンポジウム講演会謝礼等

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

（　その他　　） 0 0

計 151 151

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 624 624 ラボ用オートクレープ　LSX-500　一式

図　　　　書 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 624 624

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 0 0

光　熱　水　費 0 0

計 0 0

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 151 謝礼費等 151 ＣＡＴシンポジウム講演会謝礼等

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

（　その他　　） 0 0

計 151 151

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0
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2018 年 3月 13 日（火） 

 

 

会場：青山学院大学 相模原キャンパス Ｂ棟９階（ビューラウンジ） 

主催：青山学院大学 
 

 

 



 
 

 
 

  司会： 化学・生命科学科 長谷川 美貴 

 

 

 
   ９：３０～９：３５  開会の挨拶       重里 有三（先端技術研究開発センター所長） 

 

   ９：３５～９：４０  副学長挨拶 橋本 修 （青山学院大学 副学長） 

 

 

 

第１部 
 

 

  ９：４０～１０：００ 

 

■ ２０１７年度成果報告概要 

文部科学省「私立大学研究ブランディング事業」 

事業名：「次世代ウェルビーイング 

～個別適合をめざした統合的人間計測・モデル化技術の構築～」 

 

報告者：熊谷 敏（研究代表者、経営システム工学科） 

 

 

                                

１０：１０～１１：１０ 

 

■ 文部科学省「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

プロジェクト名：「細胞膜の異質界面における分子理解と新機能創成基盤の形成」 

 

発表者：宮野 雅司 （研究代表者、化学・生命科学科） 

阿部 文快 （化学・生命科学科） 

                    諏訪 牧子 （化学・生命科学科） 

三井 敏之 （物理・数理学科）                         

平田 普三 （化学・生命科学科）                         

長谷川 美貴（化学・生命科学科）                         

 

                         

 

１１：１０～１１：３０ 

 

■ 外部資金による研究プロジェクト 

プロジェクト名：「実働分子マシン」 

 

発表者：阿部 二朗 （化学・生命科学科） 

 

 

 

 

 

１１：３０～１２：３０   休 憩 

 

 



 
 

 

 

司会： 電気電子工学科 黄 晋二 

第２部 
 

１２：３０～１３：３０ 
 

■ 文部科学省「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

プロジェクト名：「炭素材料科学の新展開  

－希少元素フリーで環境に優しい次世代炭素材料の開発－」 

            

                  発表者：澤邊 厚仁 （研究代表者、電気電子工学科） 

古川 信夫 （物理・数理学科） 

                      黄 晋二  （電気電子工学科） 

 

１３：３０～１３：５０ 
                           

■ 外部資金による研究プロジェクト 

プロジェクト名：「エピタキシャルダイヤモンド基板生産技術開発プロジェクト」 

 

                  発表者：金 聖祐 （アダマンド並木精密宝石株式会社） 

 

１４：００～１５：３０   ポスターセッション 〔会場：Ｂ棟９Ｆラウンジ〕 
 

１５：３０～１６：００    コーヒーブレイク 

 

 

第３部 
 

 

１６：００～１６：４０ プロジェクト講評 

 

■  評価委員 

 

評価委員長 加藤 隆史     評価副委員長 鹿田 真一  

（外部評価委員） 

           東京大学大学院工学系研究科  加藤 隆史  

関西学院大学理工学部     鹿田 真一  

慶應義塾大学理工学部     斎木 敏治  

東京大学大学院薬学系研究科  清水 敏之  

           東京大学生産技術研究所    光田 好孝  

           大阪大学大学院基礎工学研究科 宮坂 博   

 

（内部評価委員） 

物理・数理学科    松川 宏    

化学・生命科学科   田邉 一仁   

電気電子工学科    渕  真悟   

機械創造工学科    小川 武史   

経営システム工学科  栗原 陽介   

情報テクノロジー学科 佐久田 博司  

 

                       

１６：４０～１６：４５  閉会の挨拶     宮野 雅司 （ＣＡＴプロジェクト委員長） 
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先端技術研究開発センター 成果報告会 2017 

 

 

日時：2018 年 3 月 13 日（火） 

場所：青山学院大学相模原キャンパス Ｂ棟９階（ビューラウンジ） 

 

 

（外部評価委員） 

東京大学大学院工学系研究科  加藤 隆史 （委員長） 

関西学院大学理工学部     鹿田 真一 （副委員長） 

慶應義塾大学理工学部     斎木 敏治  

東京大学大学院薬学系研究科  清水 敏之  

東京大学生産技術研究所    光田 好孝  

大阪大学大学院基礎工学研究科 宮坂 博   

 

（内部評価委員） 

物理・数理学科        松川 宏    

化学・生命科学科       田邉 一仁   

電気電子工学科        渕  真悟   

機械創造工学科        小川 武史   

経営システム工学科      栗原 陽介   

情報テクノロジー学科     佐久田 博司  
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青山学院大学理工学部附置先端技術研究開発センター最終成果報告会 

評価報告書 

 

（１）はじめに 

 青山学院大学理工学部附置先端技術研究開発センター (Center for Advanced 

Technology)（所長：重里有三教授）においては、現在二つの文部科学省私立大学戦略

的研究基盤形成支援事業「細胞膜の異質界面における分子理解と新機能創成基盤の形成」

（代表：宮野雅司教授）および「炭素材料科学の新展開－希少元素フリーで環境に優し

い次世代炭素材料の開発－」（代表：澤邊厚仁教授）が進行している。また、外部資金

による研究プロジェクト「実働分子マシン」「エピタキシャルダイヤモンド基板生産技

術開発プロジェクト」が推進されている。平成 30 年 3 月 13 日（火）に、先端技術研究

開発センター報告会 2017 相模原キャンパスにおいて開催され、外部評価委員 6 名（委

員長を含む）、および、内部評価委員 6 名からなる委員会において、評価および講評が

行われた。ここに、その評価結果を報告する。 

 

（２）総合評価 

 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「細胞膜の異質界面における分子理

解と新機能創成基盤の形成」（代表：宮野雅司教授）は、５つのグループにより構成さ

れている。膜タンパク質の結晶化からモデル生物の動態、新規錯体プローブの開発にま

たがる独創的な研究が展開されており、「私立大学における先端的な研究基盤の形成強

化」「我が国の科学技術の進展に資すること」という支援事業の目的に沿った優れた研

究が各グループにおいて進行されたと言える。研究内容は研究対象、研究のアプローチ

ともに興味深いものである。総合的には優れた結果が得られていると言える。「細胞膜

の異質界面」とは何か、どのようなゴールが見えにくかったという中間報告での評価・

要望に対してはあまり回答がでているとはいえないところもある。本研究プロジェクト

において、共同研究を活発に行おうとする方向性は見えており、まだ、共同研究の成果

は十分に出ていないが、今後の研究の発展が期待される。人材育成に関しては、学会参

加支援、研究会などを通じて行われ効果が上がっていると考えられる。 

 外部資金による「実働分子マシン（代表：阿部二朗教授）」では独創性の高いフォト

クロミック分子の開発が順調に進められており、論文発表の内容も素晴らしいものであ

る。今後はこれらの分子の強調による分子マシンへの展開が期待される。 

 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「炭素材料科学の新展開－希少元素

フリーで環境に優しい次世代炭素材料の開発－」（代表：澤邊厚仁教授）は 8 つのグル

ープにより構成されている。ダイヤモンド、グラファイトなどの旧来の同素体からグラ

フェンのような新規炭素材料にわたる幅広い炭素材料に関する独創的な研究が活発に

行われており、この支援事業でも「私立大学における先端的な研究基盤の形成強化」「我

が国の科学技術の進展に資すること」という事業目的に沿った優れた研究が各グループ

において進行したと言える。独自のパターニングによるストライプを用いた選択成長で

方位依存性があることを見つけ、また格子状核発生による転位制御などで、転位密度を

一桁半減らすことに成功しており、優れた研究成果が得られている。個々の炭素材料の

研究テーマには、産業としての実用化に近いもの、学術的に意義のあるものなどがあり、
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バリエーション豊富な炭素材料を幅広く取り扱う意欲的な取り組みであった。昨今、論

文の出やすいテーマを次々と追う研究者が多く、研究投資の割に世の中への還元率が下

がってきている中、「一所懸命」で進めた本プロジェクトは、他研究機関、研究者の模

範にもなるのではないかと思われる。今後、情報交換、共同研究、若手の交流を活発に

進め、「学術分野」としての発展を期待する。 

 外部資金による「エピタキシャルダイヤモンド基板生産技術開発プロジェクト（代表：

澤邊厚仁教授）」では、大学で生まれた技術シーズを基に実用化に向けた産学連携研究

が進められている。独自のアイデアを用いた技術開発が行われており、真の意味での産

業化となることを期待する。 

 

（３）個別評価 

「細胞膜の異質界面における分子理解と新機能創成基盤の形成」 

本研究は、多様な脂質から構成される細胞膜における膜タンパク質の構造と機能の理

解と新機能創成基盤の形成を目指した研究プロジェクトである。異質界面とは、さまざ

まな膜タンパク質競合的・競争的に、特異的水素結合と疎水相互作用により信号伝達や

生化学反応を異質的に行う細胞膜上の界面である。これらを分子レベルで理解すること

により、新機能創成のための基盤づくりを目指している。平成 25 年の開始プロジェク

トである。中心的なプロジェクトである膜タンパク質の構造解析に関する研究をはじめ

５つのテーマで構成され、5 年間の期間を終了した。外部評価委員 6 名、内部評価委員

6 名による評価を実施したので、以下の報告を行う。 

 

１. たんぱく質における疎水・親水界面における構造と相互作用と機能発現（宮野

Ｇ） 

本グループの宮野教授は全体の統括とともに構造生物学的アプローチにより、膜貫通型

のたんぱく質の構造決定を基盤技術として、タンパク質の機能と界面の効果を分子レベ

ルから解明している。特に、最近、GPCRの一つであるロイコトリエンB4受容体（BLT1）

とベンズアミン基を含む化合物との複合体の結晶構造を理化学研究所・順天堂大学との

共同研究により明らかにしている。最近、重要な成果が論文発表（Nature Chemical 

Biology 誌, 2018 年）されている。これは、将来的には薬の探索につながっていくこと

が期待される。 

 

２．細胞膜脂質と膜タンパク質分子間の相互作用解析（阿部Ｇ） 

外界と細胞内を分ける細胞膜に局在する基質輸送体の機能や制御に関する解析を行っ

ている。特に酵母トリプトファン輸送体に関して、興味深い知見を得てきている。今後、

この輸送体の細胞による制御の仕組みがより明らかになっていくことが期待される。 

 

３．細胞表面のビジュアルプロテオミクスを実現する計算解析技術開発（諏訪Ｇ） 

細胞膜表面で重要な生命現象を担い、創薬の重要標的である膜タンパク質の機能を真に

理解するために、タンパク質の電顕画像を入力して膜タンパク質の構造・機能データベ

ースをつくり、今後、実際のタンパク質の電顕写真によりどのタンパク質がどのように

相互作用しているか調べようとしている。まだ端緒が得られたところであり、方法論の
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確立などが必要である。今後、これらを克服していくことにより発展が期待される。 

 

４．生きた細胞での膜機能を制御する機構解明 

４－Ａ. 細胞表面観測の試料台作製とそれによるナノポアを用いた DNA 解析法と物理

的・生理的刺激に対する培養細胞の応答機構の研究（三井敏之） 

半導体プロセスによりイオンチャンネルの作製し、それにより、イオンやＤＮＡの通過

を観測している。導体化したポアにパルス電位を与えるだけでＤＮＡのポア通過が起き

ることを見出している。さらに、皮膚細胞における配列再生とそのシミュレーションに

関する研究は印象的な研究である。実験およびシミュレーションの組み合わせによる細

胞において膜の役割や細胞間のコミュニケーションがより明らかになっていくことが

期待される。 

 

４―Ｂ．運動・行動や環境適応における膜タンパク質の機能と動態（平田Ｇ） 

ＫＣＣ２遺伝に変異を持つゼブラフィッシを作製したところ、光刺激や音刺激に対し

て、てんかん発作様の異常行動を示すことを見出している。また、海外との共同研究に

おいて、人のてんかんにおいても、ＫＣＣ２がてんかんの新しい原因遺伝子であること

を明らかにしている。このように、動物の運動・行動に関与する膜タンパク質の新しい

機能が明らかにされた。また、人のてんかんの研究にも発展しており、将来的には、医

療分野への新しい展開が期待される。 

 

５．膜タンパク質の構造特異性を規範とした希土類発光素子開発（長谷川Ｇ） 

最終的な目標は、希土類錯体を用いることにより、膜の評価を行うことである。このた

めに水中で安定・高高率な発光を示す希土類錯体ユニットの開発を目指している。カル

ボキシル基を有する配位子を設計して、これを用いた希土類錯体が、水溶液中で安定に

発光することが見出された。なお、本プロジェクトのメンバーである平田教授との共同

研究が進んでいる。まだ、報告等にはなっていないが、今後の生体への応用が期待され

る。 

 

まとめ 

本プロジェクトは、宮野教授を中心に、膜タンパク質に焦点をあてて、その分子的理

解を進め、さらに新機能創成の基盤を形成するという観点からの研究である。興味深い

優れた結果も得られてきており、一部の研究は論文として出版されており概ね優れた成

果があがっていると考えられる。このプロジェクトにより共同研究等もスタートしてい

るが、この期間内で研究交流が始まった段階と思われ、まだ成果としては形にあまりな

っていない。しかし、新しい研究は時間がかかるため、今後も引き続き連携・共同研究

を進めていくことが望まれる。また、題目にある「新機能創成基盤の形成」に対して、

本プロジェクトにおける意義付けが分かりにくいという意見や、本プロジェクト全体と

しての連携がどのようであったかが分かりにくかったという意見があった。 

人材育成に関しては、定量的データに接することはできなかったが、シンポジウムの

開催・学会の参加費援助等により、学生の育成はある程度進んだと考えられる。学生の

ポスター発表は活気あるものであった。若手教員も任期制の中で、良い研究成果をあげ



5 

 

ていると考えられる。 

 

「炭素材料科学の新展開」 

―希少元素フリーで環境に優しい次世代炭素材料の開発－ 

 本研究は、希少元素を用いた材料から、ありふれた軽元素への転換をベースとした戦

略的研究上で様々な日本発材料である炭素系材料の展開であり、かつ長年青山学院大学

が取り組んできた「温故知新」の材料であるダイヤモンドの展開に関する連携プロジェ

クト研究である。さらには電気電子を核に、物理・数学、化学・生命の専門分野を横断

した研究者の知恵を集める連携の側面を有する。平成 25 年開始のプロジェクトで、中

心テーマであるヘテロエピ成長によるダイヤモンドを始め下記の８テーマで構成され、

5 年の期間を終了した。 

 

１.低欠陥・低歪ヘテロエピ成長によるダイヤモンド基板開発（澤邊 G） 

 独自のパターニングによるストライプを用いた選択成長で方位依存性があることを

見つけ、また格子状核発生による転位制御などで、転位密度を一桁半減らすことに成功

している。その他結晶性、高速合成など複数の優れた成果を挙げている。応物の論文賞

はじめ、国際学会などでの学術成果も高いレベルにある。転位の解析と低減への考察を

より深めることで、さらなる展開が期待される。本件に関する長い歴史を有する青山学

院大ならではの研究で、工具、光学窓、放熱、パワーデバイスウェハ、量子素子、宝石

等々多くの応用が迫る中、今後、順次個々応用固有の材料課題を突破してもらえること

が期待される。 

昨今、論文の出やすいテーマを次々と追う研究者が多く、研究投資の割に世の中への

還元率が下がってきている中、「一所懸命」で進めた本プロジェクトは、他研究機関、

研究者の模範にもなるのではないかと思われる。 

本プロジェクトの重要な役割である、後進の育成に関して、内外のトップ機関のポス

ドクを複数輩出し、国際会議の多数の報告、応用物理学会論文賞受賞など育成効果は高

い。 

 

２.高い転位温度を持つ超伝導体の創生及び実用化（下山 G） 

Mg は存在量が多く炭素と並んで、今後材料に取り込まねばならない軽元素である。

従来の高温超伝導体と異なり、重元素かつレア元素を用いない超伝導体は、まさに本プ

ロジェクトに適した題材である。今回、本プロジェクトの趣旨にも沿う炭素をドープし

た MgB2C2 超電導で、高い臨界電流密度が得られたのは、大きな成果である。 

 

３.マイクロ波、ミリ波帯における炭素混入電波吸収体・シールド（橋本 G） 

炭素混入した電波吸収体およびシールド材を開発するグループである。電波の入射角

度依存性に関する研究を実施し、0～71°の広角度で、20ｄB 以上の吸収が得られるこ

となどを示した。全体のプロジェクトが平行して走っているため、未だ最新の各種材料

評価には至っていないが、順次手掛けることにより、広範囲の材料に関する知見が得ら

れるものと考えられ、今後の展開が期待される。 
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４.ナノカーボン材料における新奇量子物性（春山 G） 

 グラフェンなどナノカーボン材料に関して、新奇量子物性減少を材料サイドから探索

する基盤研究である。一例として、BiTe を用いたトライアルを実施し、グラフェンに

スピン軌道相互作用導入し、二次元トポロジカル絶縁体の可能性を実証するなど成果を

得た。本分野は、20016 年にノーベル賞対象になるなど新しい分野であるが、炭素系材

料の展開として期待できる。 

 

５.炭素新素材のマイクロ波物性（北野 G） 

 各種炭素材料の特異な物性に関するマイクロ波応答を用いた解析を行い、材料と上記

電波吸収・シールド、共振デバイスなどを結び付ける研究である。例としてフラーレン

に Rb,Cs などを添加した試料の高周波における電気伝導など計測を実施するなど基盤

研究を実施した。これも、全体のプロジェクトが平行して走っているため、未だ最新の

各種材料評価には至っていないが、順次手掛けることにより、広範囲の材料に関する知

見が得られるものと考えられ、今後の展開が期待される。 

 

６.半磁性磁気浮上体の運動光制御（阿部 G） 

 化学・生命のプロジェクトメンバーによる炭素材料への研究展開で、先端技術開発セ

ンターの融合テーマの位置付けにあり、ユニークな視点の研究である。光など外部刺激

による磁気浮上などを念頭に、グラファイトにフォトクロミック分子修飾し、光反応実

験を行った。無機物質と有機物質の融合の位置付けにもあり、今後展開が期待される。 

 

７.炭素系材料における格子構造による電子状態制御（古川 G） 

 バラエティに富む炭素系の格子構造由来の電子状態に着目し、電子状態制御を探索し、

デバイスへの応用を探るプログラムである。スピン軌道相互作用による電気磁気効果、

トポロジカル相転移、電磁波応答・制御など上記３）４）５）８）のテーマと関連する

研究である。グラフェン上の He4 ボーズアンサンブルにおけるカイラルモット絶縁体

相に関する理論考察などユニークな取り組みがなされている。 

 

８.エピタキシャルグラファイト薄膜の成長とデバイス（黄 G） 

 グラフェン、グラファイトの成長技術をベースに、センサーや燃料電池などいろいろ

なデバイスへの展開を研究している。特に発想がユニークであるのが、アンテナへの取

り組みである。元々ITO に替わる透明電極としての期待もあったこの材料を、透明アン

テナを想定して、高周波アンテナ特性を初めて計測した研究など着眼点の鋭いユニーク

な研究に発展している。これも電波吸収などと併せて、青山学院大の得意分野としての

展開が期待される。 

 

まとめ 

いずれも見かけだけの連携でなく優れた研究が進みつつあり大きく期待される。全般

に関し、今回若干課題もあり、下記の指摘が出された。 

年限も数年から 5 年のレベルで、各テーマは遂行途上にあり、各々は極めて高レベル

であるが、まだ有機的な繋がりを模索するレベルには、少々未達感がある事。人材育成
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で博士以外の学生の状況の把握が出来ず、残念であった事。などが指摘された。これで

終わることなく、今後継続して連携研究の加速をすることで、また国内外の他大学・研

究機関との連携も強化することで、大きな成果に繋がるものと、確信される。 

 

 

外部資金による研究プロジェクト「ヘテロエピダイヤモンド基板生産技術開発」 

ダイヤモンド応用の基盤となる大型ダイヤモンドを目指した産学連携プロジェクト

で、ダイヤモンドでは老舗企業のアダマンド並木精密宝石㈱が中心となって、青学大の

ヘテロエピ技術の実用化を目指したものである。ダイヤモンドは熱膨張係数が小さく、

また高温合成のため、ヘテロエピの基板となる材料と整合が悪く、特に大面積、厚膜に

したときに歪で大きな反りが発生する課題がある。本プロジェクトでは針状のダイヤの

上に成長し、コアレスするという極めて大胆な発想による取組みにより、解決したもの

である。最も懸念される結晶性に関して、（004）面の X 線ロッキングカーブ FWHM が

0.034°というのは、およそプロセスから想像される域を超えた優れた数値である。 

評価委員からは、利用価値の広い材料で重要な開発であり早期事業化へ高い期待が寄

せられた。中間評価でも指摘されたが、ダイヤモンドに限らず、応用事に最適化した材

料を開発する必要があり、なるべく早い時期に参入しやすい市場へのトライアルを開始

することを提案する。これにより、さらなる改良を施した実用性の高い大面積ダイヤモ

ンドウエハの実現に成功するものと思われる。プロセスのユニークさから、他社で追随

不可能な独自の発展を遂げるのではないかと思われる。 

なお、用途毎のダイヤモンド材料開発過程で基礎に立ち戻って見直すようなケースも

多く想定され、澤邊研などとの連携を、今後とも密にして、進められることを提案する。 

 

 

外部資金による研究プロジェクト「実働分子マシン」 

 

原子・分子レベルで機械を組み立てる「分子マシン」の実現は、チャレンジングなテ

ーマである。本プロジェクトは、高速フォトクロミック分子を基軸として実働分子マシ

ンをボトムアップ的な手法により創出することを目的としている。成果としては、分子

マシンは得られていないが、新しいフォトクロミック分子が作られており優れた研究成

果が得られているといえる。たとえば、一分子内に正フォトクロミズムを示すユニット

と逆フォトクロミズムを示すユニットを組み込んだバイフォトクロミック分子などが

新たに開発されている。この分子に光強度の異なる可視光を照射することで着色状態の

色調を変えることに成功している。これらは、新規な一群のフォトクロミック分子であ

り、世界を先導する成果であり、関連分野に大きなインパクトを与えている。また、優

れた論文も多数発表されており、若手の人材も育成されている。今後の方向性としては、

分子の自己組織化による分子の動きが増幅された分子マシンなどの構築へ向かっての

発展が期待される。 
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